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第 100回醗酵学懇話会

勝 田 　知尚

　去 る 2月 3 日，大関 （株）本社
．．
「場 （西宮市）に て ，

第 100同醗酵学懇話会が開催 され ました．醗酵学懇活会

で は，発酵学 な ら び に 関連す る 諸問題 に つ い て 懇談 し，
知誠の 交tg、を図 る た め，関西 地 区で 酒造りを行っ て お ら

れ る 各社，な らび に バ イ オ テ ク ノ ロ ジーに 造詣の 深い 各
社の ご協力 を 賜 り，講演会，工 場見学，そ して 懇規 会を

行っ て き ま した ．囗本 生 物 ⊥ 学会80年史に よ る と，こ

うした醗酵学懇話 会 は，本学会が 前身の 大 阪 醸 造 学 会 で

あ っ た 1955年 （昭和 30 年），近畿在住 の 会員有志 に よ

り開催され た会を源 流 と し て お り，現在 に 続 く醗酵学懇

話会 は，第 1回が 1970年 （昭和 45 年） 12月に 開催 され ，
今日 に至 っ て お ります．関西支部 は，1995 年 （平成 7年）

1月 に 開 催 さ れ た 弔66回 以 降 本 会 を 主 催 して お り．こ

の 度，100 囘 目の 節 目を無事，執 り行 うこ とが で きま し

た．本 稿 で は，こ の 第 100回 醗 酵学懇話会 の 様子 を ご紹

介 します．

　六甲お ろ し が吹き降 りて くる西宮は，節分 の こ の 日，
折か らの 寒波 もあ い ま っ て，寒 さ の 厳し い

一
日 で し た．

そ の よ うな 中，多くの 皆 さ ま に お 集 まりい た だ き，総勢

81名 もの 盛会 とな りま し た．こ の 場 をお 借 り して ご参
加 くだ さ い ま し た 皆さまに お礼 申し ヒげます．

　会 は 大関 （株）本社工 場寿蔵 （写真 1）の 見学 よ り始

ま りま した．寿蔵 は 1960年に竣T．し．年間を通 して 高
級 日 本酒 を 中心 と し た 酒造 りを行 っ て い ます　蔵 で は 実

際に製品が作られ る作業場 に 立 ち人 っ て ，蒸米，醪，圧

搾 の 各 工 私 を見学 させ て い た だき ま した．釜 か ら流 れ 出

て くる蒸米や静 か に 発酵す る 醪 は 大変興味深 い 様チ で，
見学者

一
同，熱心 に見入 っ て お りま した．

写 真 2．占田敏 臣先生

　見学の後の 講演会で は，3件の講演が ありま し た．最
初 の 演題 は 「ア ジ ア に おけ る バ イオ テ ク ノ ロ ジー分野 の

国際交流活動 に 関 わ っ て 」で ，大阪府環境農林水産款合

研究所長
・大阪大学名砦教授 の 吉田敏臣先 生 （写真 2）

に ご 講 ‘寅い た だきま した．1970年代 か ら今 日 ま で，ア

ジ ア 地域 を対象 と して 取 り組 ん で こ られ た 若手研究者や

大学院生育成の た め の 種々 の 国際学術交流事業 を ご 紹介
され，こ れか らの 日本 の 学術振興 に 必要な ア ジ ア 諸国と

の 国際交流 に つ い て ，日本 は リ
ー

ダ
ーと して ば か りで は

な く，今後，こ の 地 域 で ど う活躍 して い くか と い う視点

が重要 で ある とお示 しくだ さい ま した．また，バ イオ テ

ク ノ ロ ジー
研究 は，健康，食糧，環境 の 充足 を 目指す と

い っ た，世界的 に共通 し た長期的 目標 に向け ら れ て お り，
こ の こ と を強調 して ご 講演を締め くくられました．
　次 の 演 遼 は 「酵母 に学ぶ 健康法」で ，広 島大学名誉教
授 の 永井史郎先生 に ご講演 い ただ きました．パ ン 酵母生

産 に お い て ，ブ ドウ 糖 が 多 い と い くら酸素 を 送 っ て もア

ル コ ール が で きて し まっ て 困 る とい う，先生 の ご研究に

お け る 経験 を発端 に ，02 ケ モ ス タ ッ トに おけ る グ ル コ ー

ス 濃度と酵母 の 増殖性の 関係，長寿 に 関わ る と さ れ る ピ

ス ト ン 脱 ア セ チ ル化酵素の
一
種サーチ ュ イ ン，活性酸素，

終末糖化産物， ミ トコ ン ドリ ア，イン シ ュ リ ン な どにつ

い て 言及 しつ つ ，貝原益軒 の 「養 生 訓」 に あ る 腹 八 分 の

すすめ を生物工 学的 に解説 され ま した．ま た 先生 は，白
板 を用 い て 授 業の よ うに 講演 されたため （写真 3）．会場

の 先生 方 も学生 に戻 っ た ような気分 （？）で 拝聴 しました．

写 真 L 人 関 （株）オ社
．
「：場 寿蔵 写 真 3，永 井 史郎先 生
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写真4．峰時俊貴先生 写真6．第 100同祝 賀
・懇 親会 の 様 子

写真 5，歴代 会 長 に よる鏡 開 き

灘灘韈鸚 齷 齦

驪 驪羅
1翻響聾1，i謹轜聾iillll盟1簍瓢
蠱韃灘垂羅lilil聾韃1鐺1覊

写真 7．灘 五 郷 8社が造る 「灘の 生一
本 」

　最後 の 演題 は 「酒粕 か ら生 まれ た 機能性新素材」 で ，
大 関 （株）総 合 研 究 所 の 峰 時 俊 貴 先 生 （写真 4） に ご 講

演 い ただ きました．酒粕 に もう
一

度酵母を加えて 再発酵

し て 造 られ る，酵母由来食物繊維 の プ ロ フ ァ イバ ー
の 開

発 に つ い て，プ ロ フ ァ イバ ー
の コ レ ス テ ロ

ー
ル 低下作用，

肥満抑制作用，油吸着特性 などを ご報告され，プ ロ フ ァ

イバ ーは，栄養素を小腸で 吸収する際，吸収を緩や か に

する こ と に よ り，肝臓 で の グ ル コ ース 6 リ ン 酸脱水素酵

（G6PDH ）や リ ン ゴ 酸酵素 （ME ）と い っ た 脂肪酸合成

酵素 の 誘導を抑制 し，脂肪 を作 りに くくす る とい っ た，
永井先生 の ご 講演 に あ っ た 栄養摂取の 制 限 が もた らす効
果を想起 させ る作用機序を ご説明 くだ さい ました．また，
酒造 りで 用い ら れ る酵母 に もバ イ オ サ ー

フ ァ ク タ ン トが

含 ま れ て い る こ とに注 目 し，そ の 乳化活性 が 大 豆 レ ク チ

ン よ り大幅 に優 れ る こ と を 見 い だ し，これ を一
般 の マ ヨ

ネ
ーズ と比 べ 乳化状態が安定で，卵を使わ な い マ ヨ ネー

ズ 風 ドレ ッ シ ン グ に応用 した研究 に つ い て もご紹介 くだ

さい ました．
　講演 会 の 後 に は，第 100回 を迎 えた 祝賀 を 兼 ね た 懇親

会が 開か れました．関西支部長 の 福崎英
一

郎先生 の ご挨

拶 の 後，会長 の 原島　俊先 生 ，第 14代 会 長 の 新 名惇彦

先生，そ して 会場をご提供 くだ さ い ました大関 （株） の

常務取締役　矢野善嗣様よ りご祝辞 を賜 りました，そ の

後，大関 （株）様よ りご提供 い た だ きまし た樽酒 の 鏡 開

きを，原島先生，新名先生，ご 講演 い ただきました第 9
代会長 の 永井史郎先 生 ，第 12代会長 の 吉 田敏 臣先生 に

よ っ て 行 わ れ ま し た （写真 5）．
　 大阪 大学名誉教授 の 菅　健

一
先生 よ り乾杯 の こ発声 を

賜 り，懇親会が開始 されました．大坂屋長兵衛大吟醸酒

を は じめ ，ス パ ーク リ ン グ な お 酒 の 花泡香 な ど を大 関

（株）様 よりご提供 い た だ き，ご 年配 の 方 々 ばか りで は

なく若者達 も，目本酒 を手に取 りなが ら歓談 を楽し み ま

し た （写真 6）．
　 さ らに，灘五郷 の 酒造 メ

ーカ ー8社 （大関，菊正宗，
黒松 白鹿，沢 の 鶴，剣菱，H 本盛 ，櫻 正宗，白鶴）が 造

る 「灘の 生
一

本」（写真 7）もふ る まわ れ ま し た．灘 の 生
一

本 は ，灘酒 の 技術 ・品質向上 を H指 し て 90 年 以 上 の

活動 が 続 く「灘酒研 究会」に新た に 発足 し た 「灘研酒質

審査委員会」が 企画 し，2011年 10月 に 発売 されたお酒

で す．各社 の 酒質の 特長 を引 き出した 個性あ る味わ い と

お 墨 付きの あ る お 酒 で，真剣 なまなざ し で
“
勉 強

”
なさ

る 方 も多 くお られま し た．こ う し て 和 や か な うち に，
100回 H の 醗酵学懇話会も閉会を迎 えま した．

　関西支部は，こ うし た醗酵学懇話会 を中心的な支部行

事 と位置 づ け，発酵技術 を 中心 と しつ つ ，ご参加くだ さ

い ます皆 さ まの 幅広い 好奇心 に お 応 えすべ く企画 し て お

りま す．しか しそ の 開催 は ご支援 下 さい ます．灘，伏見

大阪，奈良，滋賀 の 酒造 メ
ーカー各社 の こ好誼な し に は

考え ら れ ませ ん．改 め て こ れ まで の ご 協力 に深 く感 謝い

た します．第 101回醗酵学懇話会 は，本年 8月，サ ン ト リ
ー

京都 ビー
ル 工 場 に て 開催予定で す．皆さ ま，奮 っ て ご 参

加 くだ さ い ます ようお 願 い 申 し上げ ます，
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醗酵学懇話会講演
一

覧（S45年 12月 〜 H24 年 2月）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （敬称略 ・所属 は 当時 ）

第 1 回 　開催 日 ：S45．12．9 場所 ：大 阪大学工 学部 研究棟

　 最 近 の 公 害の 諸 問題 　　　　　（大阪 大学工 学部）市川邦介

　最近の 清酒製造に つ い て 　　　　 （大阪 国税局）角田 太
一
郎

第 2回　S46．Ll3　サ ン トリー記念 館

　最近 の ソ 連，欧 米の 応 用生 化学研究見聞記

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（京都 大学 1：学 部 ）福 井三 郎

第3 回　S47．Ll8 　サ ン トリー記念館

　　　　　　　　　　　　　　　（協和 醗酵 工 業 ）加 藤 辨三 郎

第4 回 　S47．7．8 ア サ ヒ ビール 吹田工 場

　 生 産研 究面 にお け る 計算機 に よ る制 御

　　　　　　　　　　　　　（大 阪大 学基礎 工 学部 ）藤 沢 俊男

第5 回 　S48．L19 　サ ン トリ
ー
記念館

　 Budapest　IUFOST　Symposiumに出席 して

　　　　　　　　　　　　　　　（大阪大学工 学部）芝崎　勲

第 6回 　S4＆10，19　サ ン トリー記念 館

　 凍結 に よ る細 胞損 傷 につ い て　 （大 阪大 学
．
1
’
1学部〉高野光男

　 イ ラン との 醗酵技術 協力 につ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（大阪 大学
一
「学 部） 田 匚1久治

第 9回 　S49．5．27　サ ン トリー記念館

　 東南 ア ジ ア と醗 酵工 学
一

東南 ア ジ ァ 視察を 中心 と して

　　　　　　　　　　 （大 阪大 学工 学部）照 井堯 造，市川 邦介

第 10回　S50．10．21　サ ン トリ
ー
記念館

　 計 算機 制御 醗酵 槽 に つ い て ・USSR − USA

　　 合 同セ ミ ナ
ー

に 出席 して

　第 3回 国際醗 酵 会議に 出 席 し て

第 12回 　S51．1．17　関電 会館

　 遺伝 子 一［：学 あ れ こ れ

（大 阪大学工 学部）ロユ目 久治

　　　佃 辺製 薬）千畑
一

郎

（大 阪 大学 医 学 部 ）松 原 謙 ・

　 セ フ ァ ロ ス ボ リ ン 醗酵一最 近の 動向

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （武 田薬 品 工 業） 神埼 俊 彦

　最 近 の 市販 清酒　　　　　　　　　（大 阪 国税局）品 川 　浩

第 13回 　 S51．4．28　 サ ン トリー記 念館

　Fungal　viruses 　and 　the　antiviral 　properties
　 　 oftheir 　ribonucleic 　aoids

第 15回　 S52．L18 　 白鶴 酒 造

　 イラ ン に お ける 水 ウ情

　 清 酒醗 酵槽 の 大型 化 と制御

第 16回 　S52．8．18

　 タ イ 国 見 聞記

　 世界 の ビー
ル 研 究の 現 況

第 17回　 S53．1．19　西 宮酒 造

Sir．　Emst 　Chain

（大 阪 大学 コ「学 部 ）前田 嘉道

　（愛知県 食工 試 ）柴 田正 人

キ リン ビール 京都 工 場

　　　　　　（大 阪大学 工 学 部 ）大 嶋泰 治

　　　　　　　（キ リン ビール ）堀 江 　進

ヨ
ー

ロ ッ パ に お け る 醗酵 工 学研 究 の 現状

　　　　　　　　　　　　　 （京 都大学 Il学 部 ）福 井 三 郎

東南 ア ジア に お ける応用微生物の 現 状 と将 来

　　　　　　　　　　　　　 （大 阪大学 工 学部 ）田 口 久治

140

　 酒 造工 業 の 現状 　 　　 　 　　 （灘五 郷 酒造 組合 〉大塚 和 r 郎

第18回　S53．8．4　＝ ッ カウイス キー
西宮工 場

　 グ レ ン ウ イス キー
に つ い て 　 （ニ ッ カ ウ イス キー）梶 川　 浩

　米国の 食品関係の 「 つ の 学会に 出席 して

　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪 大学 工 学 部 ）芝崎 　勲

第 19回　S54．1．11　辰 馬本家酒 造製品工 場

　酒造業界 の 現 状と 将来　　 （灘五 郷 酒造組合理 事）豊沢 　誠

　 新 製 晶 開発 につ い て 　 　 　 　 　 （大阪 大学 工 学 部 ）市 川邦 介

第20回 　S54．5．28　サ ン トリ
ー
記念館

　 目米 合 同微 生 物学 会 の 報告

第21 回　S54．8．28　サ ン トリー桂工 場

　 欧洲 の 最 近 の ビール醸 造技 術 につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　 （サ ン トリ
ー
）熊 田順一

　 エ ネル ギー雑 感

第 22回　S55．Lle 　沢 の 鶴

　酒造業界 の 現 状 と将来

　 醸造 におけ る価値 観

第 23回 　S55．5．27

　 総会 と併 催，講演 不 詳

第 24回 　S55．8．19

（京都 大 学工 学部 ）水科篤郎

　　（山邑酒造）蔭山公雄

（大阪 国税 局） 菅 間 誠之 助

サ ン トリ
ー
記念館

　　　　　　　　　キ リン ビール 京都工 場

　 第 6回国 際醗酵 シ ン ポ ジ ウ ム に出席 して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （京都 大 学一1二学 部） 田 中渥 夫

　第 6回国際醗酵 シ ン ポ ジ ウ ム に 出席 して

　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪大 学工 学 部）吉 田敏 臣

　 ビール 醸造 に お け るホ ッ プ の 役割 と そ の 化学

　　　　　　　　　　　　　　　 （キ リ ン ビール ）橋本直樹

第 25回 　S56．1．21 菊正 宗酒造

　 酒 造業界の 現状 と将来　　　　　　 （菊正 宗酒 造）森　太郎

　 酒 雑感 　　　　　　　　　　 （大 阪大 学 工 学 部）市 川邦介

第 26回 　S56．5．26 サ ン トリー記念館

　 醗 酵 とエ ネ ル ギ
ー

問題 　　　 （大 阪 市立 大 理 学 部）小 山 　武

　 第 2回欧 洲 バ イオテ ク ノ ロ ジー会 議 に 出席 して

　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪大学 工 学 部） 田 口 久 治

第27 回 　S56．8．28　キ リン ビール 京都 工 場

　 飛騨食 物誌 　 　 　　 　 　　 　 （国立民 族学 博物 館 ）小 山修 三

第 28回 　S57．1．22　大倉酒造

　 新 嘗 祭，大 嘗 祭の 酒　 　 　 （大倉 酒 造）栗 山一．・秀，今 安 　聰

第 29回　 S57．5．27　サ ン トリ
ー記 念館

　 細 胞工 学 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（大阪 大学微 畊 ） 岡田 善雄

　 免疫 工 学 　　 　 　　 　 　　 　　 （大 阪大学 医学 部 ）岸 本忠 三

第 30 回 　S57．8．26　ア サ ヒ ビ
ー

ル 吹田 工 場

　 ビ
ー

ル の 技 術 輸 出　 　 　 　 　 　 　（ア サ ヒ ビール ）広 野 辰彦

　 化学独 立 栄養 細菌 の 利 用　　　 （岡 山大学農 学部）今井和民

第31回 　S58．1．22　白鹿 記 念酒造 博物 館

　 遺伝 子組 み 換 え技 術 を利用 した有用 物 質 の 生産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（京都大 学 食研 ）木 村 　 光

　 タ イの 農 業 と食生 活 　　　　　（三 重 大学農学部 ）梅林正 直

生 物工 学　第90巻
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第32 回 　S58．5．25　サ ン トリ
ー

記 念館

　 研 究 に お け る水平思 考，逆 転思 考　　 （京都 大 学） 福井 r 郎

第 33 回 　S58．8．20　サ ン ト リ
ー
桂工 場

　 ス
ーパ ー

マ ウ ス の つ くり方　　 （大 阪 大学 医学 部） 山村 研
・

　 植 物 の細 胞 融合 　　　　　　　〔京 都 大学農 学部）森川 弘道

第34回　S59．1．21　宝酒造伏見工 場

　 東 南 ア ジア の 醗 酵食 品 　 　 　 （国立 民 族学博 物館 ）吉 田 集而

第 35回 　S59．5．28 サ ン トリ
ー
記念館

　 遺伝 子工 学 方式 に よる免 疫調節 物 質の 生産

　　　　　　　　　　 （大阪 大学細胞 1：学セ ン タ
ー
）谷 il維紹

第 36回　S59．8．21 サ ッ ポ ロ ビ
ー

ル 大阪 工 場

　 きの こ の 育種 法 につ い て 　　　 （近 畿大学 農 学部 ）衣 川 堅二

第 37回　S60．1．25　大関酒 造

　 薬用 ニ ン ジ ン の 細 胞培 養 に よる大量 培 養

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日東電工 ）中由 敬
一

　 清酒 酵 母の 生 理的 特性 　 　　 　　 　 （大 関酒造 〉布 川 弥太 郎

第38回 　S60．5．17　サ ン トリー記念館

　微 生 物 起源 プ ロ テ ア
ー

ゼ 阻害剤 の 発 見 とそ の 利用

　 　 一特 に醗 酵工 業 へ の 利用 を中心 として

　　　　　　　　　　　　　（大阪府立 大学農業部）村尾澤夫

第 39回　 S60．8．22　 キ リン ビール 京都 工 場

植物 の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ
ー
　　　 （キ リ ン ビール ）大谷 　武

海水 魚 類養 殖 の 現状 と問題点 　 　 （近畿 大学 水研 ） 原 田輝雄

第 40回 　S61J ．10　白鶴酒造

　 魚醤 とナ レズ シ の 文化

第 41回　　S6L5 ．16

（国 立民族 学 博物館 ）石 毛 直道

　 　 　 　 　 　 　 　 　サ ン トリー記念 館

　植物の 細胞工 学 と除草剤抵抗性 （神戸 大 学農学部）松中昭
一

第 42回　 S6L8．26　 キ リン ビール尼 崎工 場

　天然 型 ヒ トイ ン タ
ー

フ ェ ロ ン ー
βに つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　（東 レ 医薬事業部 ）川 端康 郎

　 ア ゲハ と ミ カ ン の 化 学 的閧係 　 （京都 大 学農 学 部）深 海　浩

第43 回　S62．L23 　小西酒造

　 バ イ オ テ ク ノ ロ ジー研 究 の 進展 と現 実 化 しつ つ あ る

　　病原微生物の 危険性　　　　　（大 阪大 学微研）三 輪俊夫

第44 回 　S62．5．28 サ ン トリ
ー

記 念館

　 蛋 白工 学 へ の 期待 　 　 　 　 　 　（蛋 自丁 学 研 究所 ）池 原森男

第 45 回 　 S62．＆25　 サ ン トリ
ー桂 工 場

　 ビール の 味 を 科学 す る　　　　 （サ ン トリー）小野 美代子

　 蛋 白質工 学 は 蛋 白進 化 を先 取 りで きる か

　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪 大 学 工 学 部 ）岡 山 弘輔

第 46回 　S63．1．26　月桂 冠酒 造

　最近 の バ イ オ テ ク ノ ロ ジ
ー

に 関 す る 特 許の 問 題点

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （特 許事務 所） 山本 秀策

　 酒 造技 術 の 今 昔　 　　 　　 　 　　 　 　　 （月桂 冠） 栗 III
一

秀

第47回 　S63．5．23　サ ン トリ
ー

記 念館

　 蛋 白質 工 学 に お ける酸 素の 改 変 とそ の 限界

　　　　　　　　　　　　　　 （大 阪 大学 工 学 部） 今 中忠行

2012年　　第3号

　 バ イオ テ ク ノ ロ ジ
ー

に お け る 国際交 流

　　　　　　　　　　　　　　　（大 阪大 学⊥ 学 部 ）吉 田 敏 臣

第 48回　 S63．8．18　 サ ッ ポ ロ ビ
ー

ル 大 阪工 場

　 茶 の 加 丁 に お け る 醗酵 に つ い て （野菜 茶業研 究 所） 岩浅 　 潔

　 最近 の ヨ ー
ロ ッ パ に お け る 醸造技術 の 研 修

　　　　　　　　　　　　　　　（サ ッ ポ ロ ビール ）村 上 　淳

第 49 回 　H1 ．L24 　 白鶴 酒造

　 パ ン 酵母の 最近の 特性に つ い て

　　　　　　　　　　　　 （オ リエ ン タ ル 酵母 工 業） 市川 真琴

　 生 体を さ ぐる 光の 技術　　　　（大阪大学 【：学部）南　茂夫

第 50回　H1 ．5．26 　サ ン トリー記 念館

　 DNA 塩 基配 列か らの 発見　　　（広島大学工 学部）室 岡義勝

　 生 物 の 低温保 存　　　　　　　（大 阪 大学 i：学 部） 高野 光男

第 51回　HL8 ．25　キ リン ビー
ル 京都工 場

　 ビー
ル の 多様化 と ミニ ブ ル ワ リ

ー
（キ リン ビ

ー
ル ）松 沢幸

一

　 タ ン パ ク質が 時 間 をはか るか 　 〔鳥 取大 学農 学 部）甲斐英樹

第 52 回 　H2 ．1．26 辰馬本家酒造

　 ア ル コ ール バ イ オセ ン サーの 開発 　 　 （中埜 酢店 ）深 谷 正裕

　 海洋資源の 化学と利用
一と くに 甲殻類 に つ い て

　　　　　　　　　　　〔サ ン トリ
ー

牛 物 有機科 研 ）幹 　　歩

第 53回　H2 ．5．28　サ ン トリー
記念 館

　 医薬品開発 と バ イオ テ ク ノ ロ ジ
ー

（武 田薬 晶工 業 ）巾尾 義雄

　 微 生物 に よ る炭化水 素の 利用 　 （京都 大学 工学 部）田 中渥 夫

第54回 　H2 ．8．28　サ ン トリ
ー

山崎蒸留所

　 原 酒 の 多様 化 と複合 型 　 　 　 　 　 　（サ ン トリー） 松 山隆一

　 植物 種 に よ る 炭 素 同位体 分 別固有 値 の 成 立機構

　　　　　　　　　　　　　　　　（農林省生物研 ）鮫島宗明

第 55回　H3．1．25　 黄桜 三 栖 工場

　 山廃 酒 母雑感　　　　　　　　　　　　（黄桜酒 造）小西康夫

　 シ ア ル 酸及 び 関連酸素 の 発酵 生産 と 臨床 検査薬 の 開発

　　　　　　　　　　　　　　　　（マ ル キ ン 醤油）塚 田 陽二

第 56回 　H3 ．5．24 　サ ン トリ
ー

記 念館

　 バ イ オ プ ロ ダ ク トの 分 離精 製 　 （大 阪大 学工 学 部）菅　re−一

　 メ チ ロ トロ ー
フ の 代謝機能と新規生産 プロ セ ス

　　　　　　　　　　　　　　　（京都 大 学 農学部 ）谷 　吉樹

第 57 回　H3 ．8．27 　サ ッ ボ ロ ビール 大 阪工 場

　 建 築 業 （ヒ木 〉 に お け る 有機 化合物 の 利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （鴻 池組 ） 田 中 　浩

　 化 学 発 光分析 法 の 研 修 所醸 造 へ の 応用

　　　　　　　　　　　　　　　（サ ッ ポ ロ ビ
ー

ル ）金 田 弘 挙

第 58 回 　H4 ．L24 　西 宮酒 造

　 紅 麺 の 食 品へ の 利用 　 　 　 　 　 　 　 　 （グ ン ゼ ）樽井 庄一．一

　組 換 え 自在型 化学 プ ラ ン ト （MILOX ＞ ミロ ッ ク ス

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（東 洋 エ ン ジ ニ ア リン グ） 島谷 　哲

第59 回 　H4 ．2．28　サ ン トリ
ー記 念館

　Streptomyces　virgin 　iae の 自己調 節 囚子

　　　　　　　　　　　　　　　（大阪 大学 工 学 部 ）山田靖 宙

141

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

　 ガ ス 基 質の 利 用 に お け る培 aSI・一／学 的諸 考 察

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（九州 大学 農学 部）石 崎 文彬

第 60回 　H4 ．＆28　キ リ ン ビール 尼 崎工 場

　 ビール の 泡 と清 澄安 定性 の 改 善　 〔キ リ ン ビール ）松 沢 幸一

　近 江 の 鮒ず し　　　　　　　　　（滋 賀女子 短 大）小 島朝子

第 61回 　H5 ．1．22　宝酒 造 伏見 第 2工 場

　焙 炒 造 に つ い て 　　　　　　　　　 （宝 酒造 ）富 士野 公 也

　 H本 生 物工 学 会一新 春 を迎 えて （広 島大 学 1：学 部）永 井 史郎

第 62 回 　H5 ．5．28　サ ン トリ
ー記念 館

　 フ ァ ジー推 論，制 御 に も とつ く培養 プ ロ セ ス の 操 作

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（大 阪大 学工 学 部 ）塩 谷捨 明

　 天 然 多糖か ら微生 物に よ る 有用 オ リ ゴ 糖生 産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（北海 道大 学農 学部 ）冨 田　 房

第 63 回 　H5 ．8．27　 ア サ ヒ ビール 西 宮 工 場

　 酵 母活性 測定 法 を 考 え る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ア サ ヒ ビール ）佐 見　学，渡 辺 昌弘

　 マ リ ン バ イ オテ ク ノ ロ ジ
ー

（海洋 生 物 1：学 ） と は

　 　 　 　 　 　 　 　 （海 洋バ イオ テ ク ノ ロ ジー研 究所 ）今 田 　 克

第 64 回 　H6 ．1。21 小 西 酒造

　 香 りを作 る 酵母 の 遺 伝 子 　　　　　　（大 関酒造 ）長澤 　直

　 こ れ か ら 食品包 装 は ど う働 くか

　　　　　　　　　　　　　（石 川 県農業短期大 学）横 山 理 雄

第65回 　H6 。8．9 サ ン トリー桂工 場

　 酒 類 の 発 酵 に お ける 酵 母 の 状態 変化 とその 計測

　　　　　　　　　　　　　　　　　（サ ン ト リ
ー
）小 嶋幸次

　 人工 光合 成 ：現 状 と将 来　　　 （大 阪大学 工 学部）柳 田祥 三

第66回　H7 ．L27 　辰 馬本家酒 造

　 新 しい 醸 造試験 所 の 構 想　 　 　　 　 （醸 造試験 所） 蓼 沼　 誠

　 六光 蔵
一先進 の 酒 造 り

一
の 建設をふ り返 っ て

　　　　　　　　　　　　　　　　（辰馬 本家酒造 ）今村 武 司

第 67回 　H7 ．8．18　アサ ヒビー
ル 吹田 工 場

　 二 酸化炭素濃度の 上 昇と植物

　　　　　　　　　　　　　（大 阪府立 大 学農 学 部）清 田　信

　 ビール の 発 泡 に 関す る 研 究 の 現状

　　　　　　　　　　　（ア サ ヒ ビー
ル ）河 野克典，山 ド　博

第 68回　H8．1．19　 黄桜 酒造

　 新 しい 醸造研究所　　　　　　　　 （醸造研究所）小林信也

　 原 料米 の 酒 造特性 　　　　　　　　　 （黄桜 酒 造）若 井 芳則

第 69回　H8 ．8．23　サ ッ ボ ロ ビール 大 阪 工 場

　 香りの 文化史 　　 　 　 　 　　 　 　 　〔松栄 堂〉畑 正 高

　 タ ン パ ク質 工 学 に よ る大 麦 β一ア ミラ ーゼ の

　　 C 末 端領域 の 役 割解 明お よ び多重変 異 に よ る

　　 熱安 定性 の 向上 とそ の 加算性に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　（サ ッ ポ ロ ビール ）占備 尚浩

第 70 回 　H9 ．L24 　大 関酒 造

　 カ ビ の 新規 プ ロ モ ーター　　　　　　（大 関酒 造）尾 関健二

　 農 薬，と くに 殺菌剤 と除草 剤 の 作用 機作

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （関 西大学 工 学 部 ）松 中昭
．…
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第 71 回 　H9．8．22　キ リン ビー
ル 京都工 場

　 柿 の 葉 ず しに 関 す る こ と （柿 の 葉ず し本 舗 た なか ） 田 中郁子

　 ビー
ル 醸造 プ ラ ン トの コ ン ピ ュ

ー
タ
ー

シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （キ リ ン ビール ）水 谷 悟

第72 回 　H10 ．123 　月桂 冠大 倉記 念館

　 漬 け物 の 話 　　　　　　　　 （京つ け もの 西 利）平 井達雄

　 麺 菌の 新規 グ ル コ ア ミ ラ
ーゼ の 遺伝 子 の 単離 と解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （月桂冠 ）秦 　洋 二

第 73回　 HIO ．8．21　 サ ン トリー桂 工 場

　 お 茶あ れ こ れ 　　　　　　　（京 都府茶共 同 組 合 ）小 山洋一

　 遺伝子 組換 えに よ る 花 の 新 品種 開発 （サ ン ト リ
ー

） 田中 良和

第 74回 　Hl1 ．L22 　白鶴酒 造

　 環境 ホ ル モ ン の 微 量 測定　　　　 （武 田薬 品工 業）藤 本 茂
一

　 麺 菌の 新 規薬 剤耐 性 遺伝．丁 につ い て 　 （自鶴 酒造 ）窪 寺 隆 文

第 75回　Hll ．8．20　アサ ヒ ビ
ー

ル 吹田工 場

　 環境 汚染 物 質 を代 謝 分解 す る トラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク

　　 植 物 を 作 出す る　　　　　　 （神戸 大 学農学部）大川 秀郎

　 地 球環境 及 び社 会 と の 共 生 を 日措 して

　　
一

循環型 工 場 実現 へ の 挑戦一
　 （ア サ ヒ ビール ）高僑 勝俊

第 76回　H12 ．1，21　宝酒造伏見 工 場

　 ビ タ ミ ン C の 分 子修 飾 とそ れ が 切 り拓 く世 界

　　　　　　　　　　　　　　　（岡山大学薬学部）［1［IF； 格

　 天 然調 味料 の 拙 出濃縮技 術　　　　　　 （宝酒 造）河 辺達也

第77回　Hl2 ．8．25　サ ッ ポ ロ ビール 大 阪 工 場

　 目清ス パ イ ラ ル 型膜エ レ メ ン ト及 び

　 　 こ れ らの 浄水 用 途半 導体 分野 へ の 展 開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日東電工 ）戸 沢修美

　 最近 の ビール 産業 界 にお け る微 生物 研究 の 動 向

　　　　　　　　　　　　　　　（サ ッ ポロ ビー
ル ）渡 　淳二

第 78回 　H13 ．126 　日本盛

　 米飯 の 調理科 学　 　 　 　 　 　 　 　 　 （神 戸女子 大 ）金 谷 昭子

　 清酒酵母 エ タ ノ
ー

ル 感受性株 の取得及び

　　 変異 を相補 す る遺伝 了
一
の 取 得 と解析　 （日本盛 ）井 上 豊久

第 79回　H13 ．8．24　キ リン ビール 神戸ユニ場

　
．．
ド面発 酵ビ

ー
ル 酵母 の 染 色体解析お よび

　　 PCR に よる多型 の 検 出　　　　（キ リン ビール ）田 中耄子

　 飲料品質を維持する 充填技術　　 （日 本ク ロ ネ ス）八 川
一
満

第 80回 　H14．1．25　黄 桜 酒造

　 食 品汚れ の 付着の メ カ ニ ズ ム と洗 浄技 術

　　　　　　　　　　　　　　　（岡 山大学 丁 学 部）中西
一

弘

　 酵 母 の 酢酸 イソ ア ミ ル 分 解 に関
’

」’す る

　　 エ ス テ ラ
ーゼ につ い て 　　 　　 　 （黄桜酒造）福 田 　潔

第 81回　H14 ．8。30　サ ン トリー山 崎蒸 留所

　 模擬赤 血球 〆人工 赤．血球の 開発　（関西大学⊥ 学部〉人場謙吉

　 オ ン ラ イ ン 誘導率 セ ン サ
ー

を 用 い た ウ イ ス キ
ー

発 酵 の モ ニ

　　 タ リ ン グ と制御　　　　　　　 （サ ン ト リ
ー
）米沢 岳志

生物 工 学　第90巻
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第 82回 　Hl5 ．L24 大 関 本社 工 場

　 脊椎 動 物 の 頭 部 は ど の よ うに し て 決 ま る の か

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （JT 生 命誌研 究館 ）僑 本 宅 税

　 清 酒酵 母 の ビ ル ビ ン 酸取 り込 み 系 遺伝 r− （JENO の 解析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大 関） 脇坂 　靖

第 83回 　H15 ．8．22　ア サ ヒ ビー
ル 吹田工 場

　 驚異 の 有用 物質合成 ・集積 機 能

　 　 一イネ科種 子 胚乳 細胞 に学 ぶ 一

　　　　　　　　　　　　　（京都府立 大 学農 学部 ）田 中國 介

　 ビール 醸造 に お け る微 生 物 管理 技術 の 現 状 と将 来展 望

　　　　　　　　　　　　　　　　〔ア サ ヒ ビール ）安 原貴 臣

第 84回 　H16 ．121 宝 酒造 灘工 場

　 おい しさ と好 き嫌 い の 神経 科学 （大 阪大 学大 学 院） 山本 　隆

　 芋麹 の 利 用 に よ る 純二芋焼 劑
．
の 開発 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （宝 酒造 ） 岩崎 　功

第 85 回 　H16 ．9．3　キ リ ン ビー
ル 神戸 工 場

　 耐 熱 菌 の 生産 す る酵 素

　 　 一新 し い 機 能 を持 っ た 酵 素 の 検索 は

　 　 ス ク リ
ー

ニ ン グ に 執着 す る こ と
一

　　　　　　　　　　　　　〔大 阪市 立大学 大学 院）飯 塚 　勝

　 下 面発 酵 酵母 の DNA マ イ ク ロ ア レ イ 解析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（キ リ ン ビール ） 善本 裕之

第86 回 　H17 ．1．28　白鶴酒造 本社

　 日 本酒 の 歴 史 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （種 智 院 大学） 吉 田 　 元

　 テ ル ペ ン ア ル コ
ー

ル 生 産技術 の 利 用 に よ る

　　 商品開発 に つ い て 　　　　　　　　〔自鶴酒 造）松 宮 雅
一

第 87回 　H17 ．9．9 サ ッ ポ ロ ビール 大 阪工 場

　「eating 」の 心 理学　　　　　　（神戸．女学院大 学）島井哲志

　 フ リーフ ロ ー電気泳 動 の プ ロ テ オ ミ ク ス へ の 応 用

　　　　　　　　　　　　　　　（サ ッ ポ ロ ビール ）小 林 直之

第 88回 　H18 ．L20 　月桂冠昭和藏工 場

　 メ タボ ロ ーム か らシ ス テ ム バ イオテ ク ノ ロ ジーにむけ て

　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔京都大学）西 岡孝明

　ゲ ノ ム情 報 を利用 した麹 菌 （Aspergillus　oryzae ）

　 　 有 用遺 伝 子の 単離 と活 用　　 　 　　 　 （月桂冠 ）東 円 克也

第 89回　Hl8 ．8．4　サ ン トリ
ー
京都 ビー

ル 工 場

　 ア ル コ
ール の健 康 科学 　 　 　 　 　 （サ ン トリー）諏 訪芳 秀

　 タ イ 事情 と 日 ・タ イ学術交流 　 （冂 本学術振 興会）吉田 敏臣

第 90回 　Hl9．2．2　大 関 本社工 場

　食の バ イオ ベ ンチ ャ
ー

に挑 む （フ ァ
ー

マ フ
ーズ）金 武 祚

　Asρergillzis　4ntカ ビ を利 用 した 異 種タ ン パ ク 質生 産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大 関） 幸 田明 生

第91 回 　H19 ．8．10　ア サ ヒ ビール 吹 田 工 場

　 量
．
子 ビーム に よる次世 代 の 細 胞 ・組 織計測 手法

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大阪 大学）粟津 邦 男

　新規 な液体麹法の 開発 と本 格麦焼酎製造へ の 利用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ア サ ヒ ビール ） 杉 本利和

2012年　第3号

第92回　H20 ．2．1　黄桜本社工 場

　 食 品 トレ
ー

サ ビ リ テ ィ と は何か
一

欧 州 と 冂本 の 動 向
一

　　　　　　　　　　　　　　　（京 都 大学 大学 院 ）新 山陽 子

　 清 酒醸 造 に お け る 原 料 米 タ ン パ ク質 の 酒質へ の 関 与

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （黄 桜 ）古川 幸子

第 93 回 　 H20 ．7．25　 キ リン ビー
ル 神 戸 工 場

　 食 品 素材 開発 の た め の 澱 粉 エ ン ジ ニ ア リ ン グ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大阪府 立 大学 大学 院 ）北村 進一

　 ビ
ー

ル 酵母 の 微妙な 形 質の 差 を遺伝 学す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （キ リ ン ホール デ ィ ン グス ） 小林 　統

第 94 回 　H21 ．L30 　白鶴 本社

　 如何 に して 農薬 の 安 全 性 は 担 保 され て い る か ？

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （日 本農 薬） 元 場一彦

　真核 微 生 物 の RNA ス イ ッ チ に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （白鶴 酒造 ） 山内 隆寛

第95 回 　H21 ．8．7　サ ン ト リ
ー

山 崎蒸留所

　 食品 の 機 能性 とバ イ オマ ーカー

　　　　　　　　　　　（京都府立 医科 大学 大 学 院 ）吉川 敏
一

　 麦 芽 加工 に よ る ビ
ー

ル 香 味創 生 技 術 の 開発

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （サ ン トリ
ー

） 影 山紀 彦

第 96回　 H22 ．L29 　宝酒 造 白壁蔵

　 Ill視 化 プロ ーブが拓 くケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジー研 究

　　　　　　　　　　　　　　　〔大 阪大 学大 学 院）菊 地 和 也

　 本 み りん の 調理 効果 と 機能 に つ い て 　　 （宝 酒造）高倉　裕

第97 回 　H22 ．8．6　ア サ ヒ ビ
ー

ル 吹 田 工 場

　養殖 ノ リ の 品種改良の 現状 と 今後の 展望

　 　 　 　 　 　 （兵 庫県 立農 林水 産技術 総 合 セ ン タ
ー） 二 羽 恭 介

　 大 型発 酵 タ ン クに お ける 麦汁エ ア レ
ー

シ ョ ン期 間の

　　 重要 性 に つ い て 　　　　　　 （ア サ ヒ ビール ）中村 勇
一

第 98回 　H22 ．11．26　春鹿 酒造

　菩提もと清酒の 復活　 （奈良県．11業技術セ ン タ
ー
）松澤

一
平

　 奈 良八
．
貢桜 か ら分離 した花 酵母 で 造 っ た爽や か な

　　 旨味 の 清 酒　　　　　　 （奈良女 f’大学琿学部）岩口 伸
一

第 99回　H23 ．8．9　キ 1丿ン ビ
ー

ル 神戸 工 場

　 シ ン セ テ ィ ッ ク バ イオ エ ン ジ ニ ア リ ン グに よる

　　 バ イオ エ タ ノ
ール 生産酵母の 育種

　　　　　　 （神 戸 大学 自然 科学 系先 端 融合研 究環 ）蓮沼 誠久

　 食用酵母 Candida　bltilisを用 い た有用 化合 物の 生 産

　　　　　　 （キ リ ン ホ
ー

ル デ ィ ン グ ス ）生 1鳴茂仁，吉 田 聡

第 100回　 H24 ．2．3　大 関 本社工 場

　 ア ジ ア に お け るバ イ オ テ ク ノ ロ ジー
分野 の

　 　 国際 交流活 動 に関 わ っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （大 阪府 環境 農林 水 産総 合研 究所 長 ・

　　　　　　　　　　　　　　 大阪大学名誉教授）吉田 敏臣

　 酵 母 に学 ぶ 健 康法 　 　 　 　 　 （広 島大学 名誉 教授 ）永 井 史郎

　 酒粕か ら生 まれ た機能性新素材 　　　　　（大 関） 峰時 俊貴
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